
　３月17日、第14回平生中央児童館まつりが開催され、
多くの子どもたちや地域の方々が集まりました。
　ステージ発表「むかしなつかしお手玉会」では、お手玉
３段の中村信子さんを講師に迎え、子どもたちがお手玉を
使った遊びを体験。頭に載せたお手玉が落ちないようにバ
ランスをとったり、高く投げたお手玉をキャッチしたりと、
無限に広がるお手玉の世界を楽しみました。

人とまち　「きずな」でつなぐ　元気な平生

２－５ 平成24年度　平生町の予算

６ 後期高齢者医療制度のお知らせ
外国人住民の住民基本台帳制度スタート

７ 下水道の区域が拡大します
９ 町長室の窓

10 － 11 まちの話題
18 － 19 情報伝言板
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平
成
24
年
度
は
「
第
四
次
平
生
町
総
合

計
画
」
の
２
年
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

同
計
画
の
将
来
像
【
人
と
ま
ち
「
き
ず
な
」

で
つ
な
ぐ　

元
気
な
平
生
】
を
目
指
し
、

実
施
計
画
の
着
実
な
実
践
に
よ
っ
て
、
我
々

の
役
割
を
確
実
に
果
た
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
よ
り
一
層
の

経
費
削
減
に
努
め
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
反
映
し
た
効
率
的
・
効
果
的
な
施
策

の
推
進
す
る
た
め
、
平
成
24
年
度
の
予
算

編
成
テ
ー
マ
を
【“
協
働
”
で　

未
来
に
つ

な
ぐ　

ま
ち
づ
く
り
】
と
し
て
、
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。

町税
12 億 5,310 万円
（25.7％）

地方交付税
19 億 5,400 万円
（40.1％）

自主財源（32.1％）

※（　）内は構成比

依存財源（67.9％）

町債
4 億 2,020 万円
（8.6％）

県支出金
3 億 6,761 万円
（7.5％）

国庫支出金
3 億 4,143 万円
（7.0％）

地方消費税交付金
1 億 2,100 万円
（2.5％）

地方譲与税
6,700 万円
（1.4％）

地方特例交付金 ほか
3,490 万円
（0.8％）

分担金・負
担金
6,832 万円
（1.4％）

繰入金
6,974 万円
（1.4％）

使用料・手
数料
6,404 万円
（1.3％）

諸収入
6,203 万円
（1.3％）

繰越金 ほか
5,199 万円
（1.0％）

～“協働”で　未来につなぐ　まちづくり～

平成 24年度
平生町の 予算

　

次
の
５
つ
の
実
践
テ
ー
マ
に
よ
る
編
成

と
し
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
分
し
た
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
．
み
ん
な
で
創
る

　
　
　
　
町
民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り

２
．
安
全
・
安
心
で

　
　
　
　
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

３
．
未
来
に
は
ば
た
く

　
　
　
　
人
材
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

４
．
活
力
に
満
ち
た

　
　
　
　
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

５
．
健
全
な
財
政
で

　
　
　
　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
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会　計　区　分 平成 24 年度当初予算額 平成 23 年度当初予算額 増減額 増減率
一　般　会　計 48 億 7,540 万円 48 億 4,150 万円 3,390 万円 0.7％
特　別　会　計 39 億 8,455 万円 37 億 4,781 万円 2 億 3,673 万円 6.3％

内　
訳

国民健康保険事業 16 億 7,711 万円 15 億 8,895 万円 8,816 万円 5.5％
簡易水道事業 1 億 2,438 万円 6,042 万円 6,395 万円 105.8％
下水道事業 6 億 9,166 万円 6 億 8,100 万円 1,066 万円 1.6％

水産廃棄物処理事業 8 万円 8 万円 0 円 0.0％
漁業集落環境整備事業 9,421 万円 8,526 万円 894 万円 10.5％
介護認定審査会事業 2,697 万円 2,530 万円 166 万円 6.6％

介護保険事業 11 億 7,475 万円 11 億 2,447 万円 5,027 万円 4.5％
後期高齢者医療事業 1 億 9,536 万円 1 億 8,229 万円 1,306 万円 7.2％

計 88 億 5,995 万円 85 億 8,931 万円 2 億 7,063 万円 3.2％

一般会計歳入

歳入
48 億
7540 万円

一般会計歳入歳出総額 48億 7,540 万円



民生費
14 億 2,115 万円
（29.1％）

公債費
7 億 2,217 万円
（14.8％）

総務費
6 億 245 万円
（12.4％）

土木費
4 億 9,822 万円
（10.2％）

教育費
4 億 185 万円
（8.2％）

農林水産業費
3 億 8,808 万円
（8.0％）

衛生費
3 億 1,586 万円
（6.5％）

消防費
2 億 4,138 万円
（5.0％）

諸支出金
1 億 6,296 万円
（3.3％）

議会費
7,439 万円
（1.5％）

商工費　　　1,758 万円（0.4％）
予備費　　　1,500 万円（0.3％）
労働費　　　1,068 万円（0.2％）
災害復旧費　　357 万円（0.1％）

※（　）内は構成比

一
般
会
計
の
主
な
特
徴

　

一
般
会
計
に
お
け
る
予
算
総
額
は

48
億
７
５
４
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予

算
対
比
で
は
３
３
９
０
万
円
（
０・
７
％
）

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
町
税
は
、
個
人
町
民
税
の
扶
養

控
除
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比

較
し
て
３
８
１
４
万
円
（
７
・
３
％
）
増
加

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
固
定
資
産
税
が

評
価
替
え
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
年

度
と
比
較
し
て
３
７
４
７
万
（
５
・
９
％
）

減
少
す
る
た
め
、
町
税
全
体
と
し
て
は

５
９
０
万
円
の
微
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
国
の
平
成

24
年
度
予
算
が
17
兆
４
５
４
５
億
円
で
、

対
前
年
度
比
０・
５
％
の
微
増
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
普
通
交
付
税
を
昨
年
度
当
初
予
算

と
同
程
度
と
し
て
算
出
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
の
「
子
ど
も
の
た
め
の
手
当
（
児

童
手
当
）」
に
つ
い
て
、
国
の
財
源
見
直
し

に
よ
る
自
治
体
負
担
額
の
増
加
に
よ
り
、

歳
出
額
に
対
す
る
負
担
率
が
、
前
年
度
と

比
較
し
て
、
４・６
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
は
４
億
１
２
５
万
円
で
前

年
度
と
比
較
す
る
と
９
４
９
２
万
円
増
加

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
財
政
需
要

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
一
般
財
源
不
足

を
補
う
た
め
、
当
初
予
算
に
お
い
て
、
財

政
基
金
か
ら
６
４
０
０
万
円
を
繰
り
入
れ

て
い
ま
す
。

注）記事内の金額は１万円未満を切り捨てたものです。そのため、各図表における構成比の内訳と合計などが一
致しないことがあります。

特
別
会
計
の
主
な
特
徴

　

国
民
健
康
保
険
事
業
や
介
護
保
険
事
業

に
お
け
る
医
療
給
付
費
や
介
護
給
付
費
の

増
加
と
、
簡
易
水
道
事
業
に
お
け
る
統
合
関

連
経
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
予
算
規
模
は

増
加
し
て
お
り
、
特
別
会
計
全
体
で
は
前
年

度
当
初
予
算
対
比
で
２
億
３
６
７
３
万
円

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
全
体
で
は
、

88
億
５
９
９
５
万
円
と
な
り
、
前
年
度
対
比

で
２
億
７
０
６
３
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

事業名 金額
単独土地改良事業 550 万円
農免農道整備事業 2,000 万円
漁港海岸保全事業 1 億 1,550 万円
単独町道改良事業 2,300 万円
単独河川改修事業 1,700 万円
排水機場改修事業 2,240 万円

港湾整備事業 400 万円
単独下水路改修事業 727 万円
町営住宅改修事業 1,100 万円
小学校整備事業 1,775 万円
中学校整備事業 1,000 万円
公民館改修事業 1,130 万円

簡易水道統合整備事業 6,634 万円
公共下水道整備事業 1 億 5,050 万円
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一般会計歳出

歳出
48 億
7540 万円

 

各
費
目
の
主
な
用
途

【
民
生
費
】
高
齢
者
や
子
育
て
な
ど
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス

【
公
債
費
】
借
り
入
れ
た
町
債
の
返
済

【
総
務
費
】
住
民
登
録
や
庁
舎
の
維
持

管
理
、
防
犯
対
策
、
選
挙
な
ど

【
土
木
費
】
道
路
、
公
園
、
河
川
の
整

備
な
ど

【
教
育
費
】
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど

【
農
林
水
産
業
費
】
農
業
、
畜
産
業
、

水
産
業
な
ど
の
振
興

【
衛
生
費
】
健
康
増
進
、
疾
病
予
防
、

環
境
対
策
な
ど

【
消
防
費
】
火
災
、
救
急
、
防
災
対
策

な
ど

【
議
会
費
】
議
会
運
営

【
商
工
費
】
産
業
政
策
、
商
工
業
、
観

光
振
興
な
ど

【
労
働
費
】
勤
労
者
支
援
な
ど

主な建設事業



 １ みんなで創る町民自治のまちづくり
自治会活動の継続支援
　昨年 10 月に実施した「自治会アンケート調査」
の結果や行政協力員からの要望などに対し、自治会
と町が地域活動の良きパートナーとして対話を大切
にした課題解決を図り、自治会の基盤強化や活性化
について引き続き支援を行います。

まちづくり条例（仮称）の策定
　第四次平生町総合計画に基づき、平成 23 年度か
ら住民と町職員が協働し、本年度の条例制定に向け
た取り組みを行なっています。条例
制定後は、住民と町などが協力し合
い、それぞれの特長を活かしながら
活動できる支援・体制づくりに努め
ていきます。

コミュニティ・スクールの推進
　平成 20 年度から平生小学校、平成 22 年度から
佐賀小学校で取り組んできましたが、本年度は平生
中学校を新たに指定し、町内３校でコミュニティ・
スクール事業に取り組み、保護者や地域住民などの
意見を反映し、地域に開かれた信頼される学校づく
りを進めます。

スポーツ推進計画の策定
　計画的なスポーツ施策の展開、国体を生かしたス
ポーツによるまちづくりや環境づくりの推進など、
地域で楽しめる豊かな生涯スポーツ社会と元気なま
ちづくりを実現するため、スポーツ基本法に基づく
スポーツ推進計画を策定して取り組みます。

標高表示板の設置
　昨年の東日本大震災では、甚大な津波被害が発生
しました。本町においてもゼロメートル地帯が多く、
長い海岸線を有していることから津波に対する警戒
も必要です。そこで、普段生活している土地の高さ

（標高）を認識していただくため、標高表示板を町
内全域約 100 カ所に設置し、防災意識の向上を図
ります。

太陽光発電システム設置費補助
　地球温暖化対策の一環として、風力発電所の固定
資産税を原資にした「平生町地球温暖化対策推進基
金」を活用し、地球にやさしいまちづくりを推進す
るため、住宅用太陽光発電システム
を設置する人に対して、その費用の
一部を引き続き助成します。
　本年度は 41 基分の助成を予定し
ています。

土砂災害ハザードマップの作成
　土砂災害（急傾斜地の崩壊、土石流、地すべり）
から住民の生命・財産を守ることを目的に、土砂災
害の恐れのある地域を「土砂災害警戒区域」として、
本年４月に県が指定します。それに基づいて、本町
では、土砂災害に関する情報の伝達方法、避難場所
に関する必要な事項を記載したハザードマップを作
成し、全戸配布して周知します。

 ２ 安全・安心で快適に暮らせるまちづくり
旅券（パスポート）発給事務の開始
　県からの事務の移譲により、旅券の取得が住民に
とって身近な市町窓口において手続きができるよう
になりました。本町においても、平成 24 年 10 月
から実施する予定です。

介護サポートタクシー事業
　外出の困難な要介護（要支援）状態にある高齢者
の外出を支援するため、町と協定を結ぶタクシー会
社を利用する場合に使用できる、１回当たり 500
円分の介護サポートタクシー券（年間 24 枚を上限）
を交付します。

がん検診事業
　特定の年齢に達した人に対して、乳がん・子宮頸
がん・大腸がんに関する検診費用が無料となる「が
ん検診無料クーポン券」と検診手帳を交付し、がん
検診の受診促進を図るとともに、がんの早期発見と
健康意識の普及啓発を図ります。

健康増進計画・食育推進計画の策定
　「健やかで安心して暮らせるまちづくり」の実現
のため、健康増進計画と食育推進計画を一体的に策
定することで、健康づくりと食育分野を総合的かつ
効果的に進め、誰もが健康に過ごすことができるよ
う、住民一人ひとりの健康意識の向上と健康づくり
活動を支援します。
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平
成
24
年
度
予
算
　
重
点
施
策



子どものための手当（児童手当）支給
　次代の社会を担う子どもの健やかな成長を支援す
るため、中学校終了までの子どもを養育している人
に手当を支給します。

病児病後児保育事業
　生後３カ月から小学校３年生までのお子さんが、

「病中または病気回復期」で集団生活が困難な場合
などに、対象病院（光市内の産婦人科・小児科病院）
で一時的に保育する事業です。

小・中学校整備事業
　平生小学校では、児童の安全のため、北側から駐
車場への進入路を設けるとともに周辺にフェンスを
設置する工事を実施し、佐賀小学校では、校舎２階
トイレを洋式化する改修工事を実施します。また、
平生中学校では、学校耐震化事業として、普通教室
棟の耐震補強のための実施設計を行います。

行政改革の計画的な推進
　平成 22 年度にスタートした「第五次平生町行政
改革大綱」（～ 26 年度）も３年目を迎えることとな
り、その実施計画に基づく項目の実践により、地方
分権など行政の抱える課題に即応できる簡素で効率
的な行政システムの確立を図ります。
　また、実施計画に沿って、取組状況の把握や、推
進する上での課題や問題点を明確にするとともに、
解決に向けた研究・検討を行います。

持続可能な自主財源の確保
　持続可能な財政運営を行うためには、安定的な税
収の確保を図ることが最重要課題となっており、町
税の適正な賦課・徴収を推進するとともに、税の公
正・公平性の観点から、納税義務者による自主納付
の促進に努めます。

町内産業の振興を図る産業祭の企画
　農業・工業・商業・漁業など各関係団体に参加し
ていただく産業祭の開催を企画しています。そのイ
ベントに向けて設置する実行委員会への補助を行い
ます。内容については、今後、各関係機関と連携を
図りながら、実行委員会の中で調整・協議を行なっ
ていきます。

住宅リフォーム資金助成事業
　地域経済の活性化を図るため、町内に住所を有す
る人で自ら居住している住宅（建築後 10 年以上）
を対象として、町内に本店を有する施工業者を利用
して改修工事を行う場合に、その経費の一部を助成
します。（上限 10 万円）

柳井地区広域行政連絡協議会への参画
　柳井地域１市４町（柳井市、周防大島町、上関町、
田布施町、平生町）の連携により、各市町共通の行
政課題に取り組み、効率的な課題解決を図ります。
　本年度においては、岩国錦帯橋空港の開港に向け
た観光パンフレットを共同作成し、この地域の魅力
をＰＲし、観光客の呼び込みなどに取り組みます。

有害獣捕獲対策
　有害鳥獣捕獲隊に加えて、新たに
わな猟免許を取得された農業者など
に対し捕獲活動を支援することで、
有害獣の効果的な捕獲を進め、農作
物などの被害抑制に取り組みます。

町民会議地区会議の発案による
提案型事業の助成
　青少年育成町民会議地区会議の取り組みを支援す
ることにより、真に心の豊かな平生っ子の育成を目
的として、地区会議が行うスポーツ・レクリエーシ
ョン活動（三世代交流事業など）や文化・学習活動

（自然体験学習、ものづくりなど）、そして、その他
コミュニティ活動のイベントに関する事業などにつ
いて助成を行います。

我がまちのスポーツの定着による
「スポーツによる地域づくり」への支援
　山口国体・山口大会の成果を継承し、国体開催競
技などを「我がまちのスポーツ」として普及・育成
するため、競技関係団体が行う地域スポーツ推進に
関する取組みに対して補助を行います。本町では、

「サッカー競技」を「我がまちのスポーツ」と位置
づけ、スポーツによる地域づくりを支援します。
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 ３ 未来にはばたく人材を育むまちづくり

 ４ 活力に満ちた元気なまちづくり

 ５ 健全な財政で持続可能なまちづくり



○軽減措置について
　①世帯主と世帯の被保険者の所得の合計に応じて均等割額（47,474円）が次とおり軽減されます。

②所得割額を負担する人のうち、賦課のもととなる所得金額が58万円以下の人は所得割額が５割軽減されます。
③会社などで加入していた保険の扶養家族であった人は、均等割額が9割軽減されます。

+ ＝47,474円 （所得－33万円）× 9.45％ 上限額：55万円
【平成22・23年度均等割額：46,241円】 【平成22・23年度所得割率：8.73％】 【平成22・23年度上限額：50万円】

被保険者全員が
等しく負担

被保険者の所得に
応じた負担 １年間の保険料

世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額 軽減割合 軽減後の均等割額
33万円 +（35万円×被保険者数）以下 2割軽減 37,979円
33万円 +（24.5万円×世帯主を除く被保険者数）以下 5割軽減 23,737円
33万円以下 8.5割軽減 7,121円

内、世帯内の被保険者全員が年金収入80万円以下（その他各種所得なし） ９割軽減 4,747円
※軽減判定は４月１日（４月２日以降に新たに加入したときは加入した日）の世帯状況で行います。
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均等割 所得割

外国人住民の方にも住民票が発行されます
　日本人と同様に住民票の写しなどが発行されま
す。また、日本人と外国人とで構成される世帯の
全員が記載された証明書も発行可能となります。

外国人登録証明書から「在留カード」「特
別永住者証明書」に切り替わります
【特別永住者】　現在お持ちの外国人登録証の期限
までは、外国人登録証が使用できます。今後、切
り替えの際に「特別永住者証明書」に変更されます。

【永住者】　３年以内に入国管理局で「在留カード」
への切替手続きが必要です。

【上記以外の人】　在留資格の変更時または在留期
間の更新時に、入国管理局で在留カードに切り替
わります。

外国人住民の方の利便性が向上します。
　在留資格や在留期間の変更について、従来、入
国管理局と町役場窓口の両方必要であった届出が、
入国管理局のみへの届出で済みます。

住所変更の際は「転出届」「転入届」が必
要となります
　転出地で転出の届出をし、転出証明書の交付を
受けた後、転入先の市町村で外国人登録証明書、
在留カードまたは特別永住者証明書に転出証明書
を添えて転入届をすることになります。

新制度への円滑な移行にご協力ください
　外国人登録原票をもとに、適法に３カ月を超え
て在留し、住所を有する外国人の方について住民
票を作成します。
　対象者には５月頃「仮住民票」を送付しますので、
記載内容をご確認ください。

外国人住民の住民基本台帳制度が
スタートします平成24年７月施行

A New Resident Registration System for Foreign Residents Will Begin July 2012 ！

　各国の言語パンフレットおよび制度の詳しい内
容については、下記サイトをご覧ください。
▼総務省ホームページ▼
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_
gyousei/c-gyousei/zairyu.html　
■問合せ先　町役場町民課　☎（５６）７１１３

後期高齢者医療制度からのお知らせ
○保険料率が変わりました 　保険料率は山口県後期高齢者医療広域連合が２年ごとに見直しを

行っており、平成24・25年度の2年間の保険料率は次のとおりです。

■問合せ先　山口県後期高齢者医療広域連合　業務課賦課徴収係　☎０８３（９２１）７１１２
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今回供用開始する区域

供用開始済区域
※この地図は平成７年４月現在の

地図を使用しています。

下
水
道
の
区
域
が

拡
大
し
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
次
の
区
域
に
つ
い

て
、
下
水
道
の
供
用
を
開
始
す
る
こ
と

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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４
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。
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担
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す
る
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め
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下
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排
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。
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ま
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◎
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益
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・
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方
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０
０
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。
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４
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。
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５
６
）
７
１
１
８

排
水
設
備
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て
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益
者
負
担
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に
つ
い
て
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。
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平生町人権教育推進協議会
（事務局：町教育委員会）
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　本町では、住民参加と協働のまちづくりを推進
するため、今年度、まちづくり条例の制定に向け
て取り組みをしているところです。
　前回は「まちづくり条例」がどのようなものか
紹介しました。今回は、まちづくりにおいて「協
働が必要とされる背景」について紹介します。

一人ひとりが主役のまち“平生”
協働のまちづくり ❷

■問合せ先 町役場総務課 地域活動推進班 ☎（５６）７１１１
協働が必要とされる背景

Thema

❶社会環境の変化
　少子高齢化や変貌する社会・経済状況の中に
あって、三位一体改革など国の行財政改革が急速
に進展し、地方を取り巻く環境は大きく変化して
います。
　一方、人々の価値観は

「物の豊かさ」から「心
の豊かさ」を重視する傾
向にあり、福祉や環境、
地域防災など、まちづく
りや社会参加などへの住
民の意識も徐々に高まっ
ています。

❷地方分権の進展
　平成12年には、国と地方の役割分担を明確にし
た地方分権一括法の施行がなされ、明治維新、戦
後改革に次ぐ第三の改革といわれる地方分権改革
が確かな一歩を踏み出しました。
　今後、住民に最も身近な基礎自治体である市町
村が、住民のニーズに基づきどのようなまちをつ
くっていくか、自ら考え、総合的に施策を展開し
ていくことが求められています。

❸住民ニーズの多様化
　多様化する地域の課題解決や、住民のニーズに
応じたきめ細やかなサービスを担うのは、行政の
みではなく、重要なパートナーとして住民、住民
活動団体、自治会、ＮＰＯ、企業など、多様な団
体が協力し、相互に連携して、“新しい公共”を
形成していくことが求められています。

❹住民自治の必要性
　地方分権改革が目指すべき分権型社会において
は、地域における自己決定と自己責任の原則に基
づくまちづくりが求められており、住民自治の充
実を図る必要があります。
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性
の
活
躍
ぶ
り
は

顕
著
で
、
ま
ち
を
明
る
く
元
気
に

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
心
か
ら
お

慶
び
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
新
年
度
で
す
。
私
も
気

持
ち
を
新
た
に
一
歩
を
踏
み
出
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
平
成
24
年
度
は

一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
合
計
、

約
88
億
６
千
万
円
で
行
財
政
運
営

に
当
た
っ
て
い
き
ま
す
。今
月
は
、

そ
の
予
算
で
特
徴
的
な
新
規
事
業

に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
み
ま
す
。

　
ま
ず
、
地
域
住
民
の
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
防
災
対
策
で
す
。

長
い
海
岸
線
と
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地

帯
、
そ
し
て
中
山
間
地
域
を
か
か

え
る
本
町
と
し
て
、
津
波
等
へ
の

注
意
を
促
す
「
標
高
表
示
板
」
を

町
内
１
０
０
カ
所
に
設
置
、
一
方

で
土
砂
災
害
に
備
え
て
「
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
全
戸
に

配
布
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
他
、

防
災
行
政
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
整
備

事
業
や
防
災
士
の
資
格
取
得
助
成

な
ど
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
教
育
関
連
施
設
で
は
、
平
生
小

の
外
構
整
備
、
平
生
中
普
通
教
室

棟
の
耐
震
補
強
（
実
施
設
計
）、

町
体
育
館
の
耐
震
診
断
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
最
近
、
イ
ノ
シ
シ

に
よ
る
農
作
物
の
被
害
が
深
刻
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
町
は
、

こ
れ
ま
で
の
猟
友
会
へ
の
捕
獲
委

託
や
、
防
除
柵
の
設
置
補
助
に
加

え
、
昨
年
か
ら
“
わ
な
猟
”
免
許

の
取
得
補
助
や
捕
獲
機
材
の
貸
出

し
な
ど
を
開
始
。
こ
れ
を
契
機
に

18
名
の
農
家
の
方
々
が
免
許
を
取

得
さ
れ
、
す
で
に
捕
獲
実
績
も
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら

は
新
た
に
捕
獲
報
奨
金
制
度
も
導

入
す
る
な
ど
、
各
種
施
策
を
総
動

員
し
て
有
害
獣
対
策
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
次
に
、
５
期
目
に
入
っ
た
介
護

保
険
事
業
で
す
。
高
齢
社
会
の
進

展
で
介
護
認
定
者
、
サ
ー
ビ
ス
給

付
額
は
増
大
の
一
途
を
辿
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
新
た
な
保
険
料

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
と
、
円
滑
な
事
業
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。同
時
に
、

介
護
予
防
や
健
康
増
進
対
策
に
も

し
っ
か
り
取
り
組
み
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
10
月

か
ら
本
町
で
も
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー

ト
）
の
発
給
事
務
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
現
在
、
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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up

down

防災力

町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

　　　※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く

新
年
度
の
取
組
み

No.120

　「ふるさとに貢献したい」「ふるさ
とを応援したい」という想いを形に
することができる「ふるさと納税」。
　本町では、この制度を活用して平
生町に縁のある方々からのご支援を

「ふるさと平生応援寄附金」としてお
受けし、まちづくりに活用させてい
ただいています。
　このたび、町外に転出されたご家
族やご親戚、お知り合いの方などに、
この制度をご紹介いただきますよう
お願いいたします。

■申込み・問合せ先
〒742-1195　山口県熊毛郡平生町
大字平生町210-1
平生町役場 総合政策課
☎0820（56）7120、
FAX：0820（56）7121
E-mail：seisaku1@town.hirao.lg.jp

「ふるさと納税」ってなに？
　平生町に寄附を行った場合、翌
年、確定申告を行うことで2,000
円を超える金額※が所得税や個人
住民税から軽減されます。
※軽減される額には上限がありま
す。詳しくはお住まいの市区町村
の税務担当部署にお問い合わせく
ださい。

「ふるさと納税」をするには？
　まずは、平生町公式ホームペー
ジ【 http://www.town.hirao. lg.jp/
home/html/furusato/furusato04.html】
または、下記問合せ先から、「寄附
申込書」をお取り寄せいただき、
必要事項をご記入のうえ、持参、
郵送、FAX、または E-mail のいず
れかの方法で、下記の申込先まで
ご提出ください。その後、詳細に
ついてご案内いたします。

「ふるさと納税」で
平生町の応援を！

ふるさと平生応援寄附金

ご注意ください！
　町では「寄附申込書」を提出され
た方以外に振り込みなどをお願いす
ることはありません。「ふるさと納
税」をかたった寄附の強要や振り込
め詐欺にはご注意ください。
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現
在
、
平
生
町
で
は
路
線
バ
ス
を
中
心
と
し
た
生
活
交
通
の
見

直
し
と
再
構
築
を
行
い
、生
活
交
通
を
維
持
・
活
性
化
す
る
た
め
に
、

平
成
24
年
10
月
（
予
定
）
か
ら
計
画
期
間
が
始
ま
る
「
平
生
町
生

活
交
通
活
性
化
計
画
」
の
策
定
に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
づ
く
り
の
過
程
か
ら
住
民
の
み
な
さ
ん
が
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
住
民
本
位
の
計
画
を
策
定
で
き
る
と
考
え
、
昨
年
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
把
握
に
加
え
、
計
画
案
な
ど
を
検
討
す
る

協
議
会
の
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
資
格　

次
の
全
て
の
要
件

を
満
た
す
人

・
平
成
24
年
４
月
１
日
に
お
い
て

年
齢
18
歳
以
上
の
人

・
平
生
町
内
に
在
住
す
る
人

・
平
生
町
議
会
議
員
ま
た
は
平
生

町
の
職
員
で
な
い
人

・
生
活
交
通
に
高
い
関
心
が
あ
り
、

平
生
町
生
活
交
通
活
性
化
計
画
の

審
議
に
協
力
い
た
だ
け
る
人

・
こ
の
会
に
お
い
て
、
政
治
的
、

宗
教
的
ま
た
は
営
利
的
活
動
を
し

な
い
人

・
町
の
他
の
審
議
会
、
協
議
会
、

委
員
会
等
の
委
員
で
な
い
人

※
募
集
資
格
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
原
則
と
し
て
、
平
日
の
日
中

の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

●
募
集
人
数　

２
人
以
内

●
職
務
内
容　

平
生
町
生
活
交
通

活
性
化
に
係
る
諸
施
策
の
審
議

●
任
期　
委
員
委
嘱
後
２
年
間

●
報
酬　

協
議
会
出
席
時
に
日
額

３
０
０
０
円
（
交
通
費
な
し
）

●
募
集
期
間　

４
月
13
日
㈮
～
５

月
１
日
㈫
《
郵
送
の
場
合
、
期
間

内
の
消
印
有
効
》

●
選
考
方
法　

応
募
申
込
書
・
小

論
文
に
よ
り
選
考
し
、
結
果
は
ご

本
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
応
募
先
・
問
合
せ
先

〒742-1195　

平
生
町
役
場 

総
合
政
策
課

【
電
子
メ
ー
ル
】

seisaku1@
tow

n.hirao.lg.jp

☎
（
５
６
）
７
１
２
０

●
そ
の
他

・
委
員
の
氏
名
は
、
公
表
し
ま
す
。

・
収
集
し
た
個
人
情
報
の
取
扱
い

に
は
十
分
留
意
し
、
他
の
目
的
に

は
使
用
し
ま
せ
ん
。

・
申
込
み
に
要
す
る
費
用
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

●
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
４
０
０
～

８
０
０
字
の
小
論
文
を
添
え
、
持

参
、
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で

提
出

【
小
論
文
の
テ
ー
マ
】

　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
１
つ

①
路
線
バ
ス
を
維
持
、
確
保
す
る

た
め
の
提
言

②
利
用
し
や
す
い
路
線
バ
ス
の
実

現
に
向
け
た
提
言

③
新
た
な
生
活
交
通
に
つ
い
て
の

提
言

【
小
論
文
の
規
格
】

　

所
定
の
原
稿
用
紙
ま
た
は
市
販

の
Ａ
４
サ
イ
ズ
４
０
０
字
詰
原
稿

用
紙
（
原
稿
用
紙
以
外
の
場
合 

は
Ａ
４
サ
イ
ズ
・
横
書
き
・
40
字
／

行
×
10
～
20
行
程
度
）

●
応
募
申
込
書
設
置
場
所

　
町
役
場
総
合
政
策
課
、公
民
館
、

図
書
館　

※
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

平
生
町
生
活
交
通
活
性
化
協
議
会
委
員
の
公
募

TAXI

平
生
町
に
お
け
る
生
活
交
通
と
は 

 

地
域
に
お
け
る
通
勤
、
通
学
、

通
院
、
買
い
物
な
ど
の
日
常
生

活
に
不
可
欠
な
交
通
機
関
で
あ

り
、か
つ
、一
度
に
多
く
の
人
々

を
輸
送
す
る
公
共
交
通
機
関
と

定
義
し
て
い
ま
す
。

　平生町では、平成 23 年度からスタートしている第四次平生
町総合計画における具体的な取り組み状況を掲載した「実施計
画書」を毎年度策定し公表しています。
　平成 24 年度における「実施計画書」を次のとおり作成し、
公開していますのでお知らせします。
●平成 24 年度実施計画書の掲載内容
　平成 24 年度から 26 年度までの３カ年間の主な取り組み
となる事務事業（各種サービスなど）を、総合計画の体系に
合わせた形で掲載

●実施計画書設置場所
　役場本庁（玄関入口）、各公民館、図書館
　※町ホームページからもご覧いただけます。

 

 

                            平成２４年４月２日最終案 

 
 
 
 
 第四次平生町総合計画 

 

         実 施 計 画 書 

                平成２４年度～２６年度 

        人 と まち 「きずな」 でつなぐ 元気な平生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                           平成２４年３月策定 

 

第四次平生町総合計画の
「実施計画書」を公表しています

■問合せ先
　町役場総合政策課
　☎（５６）７１２０

【町公式ホームページ】
　http://www.town.hirao.lg.jp/
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

きてみて！ひらおの会
町内産のそば打ち体験

　２月 25 日、「きてみて！ひらおの会」主催のそ
ば打ち体験が竪ヶ浜コミュニティセンターで行わ
れ、町内外から参加者が集まりました。
　講師は竪ヶ浜地区の「里山の会」のみなさん。
同会では竪ヶ浜を中心とした荒れた農地などを整
備する活動を行っており、材料となるそばの実は
その活動の一環で栽培し、収穫されたものです。
　そば打ち体験後の試食会では、参加者は平生町
産の手打ちそばのおいしさを堪能しました。

幼年消防クラブ
山火事防止を願って

　２月 27 日から３月６日にかけて、町内の各保
育園・幼稚園の幼年消防クラブの園児たちが、町
内各所に山火事防止杭を設置しました。
　柳井地区広域消防組合が用意してくれた杭は、
全国山火事予防運動の統一標語「忘れない 山への
感謝と 火の始末」が大きく表示された、山火事予
防意識の啓発を呼びかけるものです。
　園児たちは背丈の倍ほどの大きな杭を、力を合
わせて設置しました。

カラオケで交流・親睦
　３月４日、平生町老人クラブ連合会主催のカラ
オケ大会が大野公民館で開催されました。
　参加したのは町内の老人クラブから募った 38
人の方々。発表者以外にも多くの老人クラブ会員
のみなさんが応援に訪れ、各クラブの交流と親睦
を図りました。

“
観か

ん
ぷ
う風
”
と
“
か
ん
ぷ
う
く
ん
”

平
生
町
観
光
協
会
に
新
た
な
風

　
３
月
11
日
、
平
生
町
観
光
協
会
が
新
た
な
観
光
メ
ッ
セ

ー
ジ
“
観
風
”
と
そ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
“
か

ん
ぷ
う
く
ん
”
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
観
風
」
と
は
、
風
光
な
ど
を
見
物
す
る
こ
と
。
今
あ

る
資
源
を
見
つ
め
直
し
て
、
交
流
・
体
験
型
の
観
光
事
業

を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
統
一
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
発
信

さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
Ｐ
Ｒ
に
活
躍
す
る
の

が
大
星
山
に
住
む
風
の
妖
精

の
子
ど
も
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
か
ん
ぷ
う
く
ん
」
→

　
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
は
山
口
国
体
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ち
ょ
る
る
」
の
作
者
で
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
福
永
み
つ
お
さ
ん
。
平
生
町
出
身
の

福
永
さ
ん
は
、
故
郷
の
た
め
な
ら
と
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
づ
く

り
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。

▽

「
か
ん
ぷ
う
く
ん
」
の
説

明
を
す
る
福
永
さ
ん

▽

交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
「
観
風
」
を
Ｐ
Ｒ
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男
ひ と

と女
ひ と

フォーラム２０１２
　３月 25 日、「平生町『ひろげよう男

ひと

と女
ひと

』連絡
協議会」主催の「平生町男女共同参画フォーラム
２０１２」が平生町勤労青少年ホームで開催され、
募集した写真の表彰式や
講演会が行われました。
　 講 演 会「 私 も で き る、
あなたもできる『キラッ
と光る暮らし方講座』」で
は、講師に迎えたライフ
スタイル研究所の船崎美
智子代表の楽しいトーク
で会場が笑顔に包まれま
した。

家族経営協定調印式
　３月 16 日、町役場で平生町家族経営協定調印式が開催
されました。
　この協定は、家族経営農家が個々の意思を尊重し、互
いの役割を明確にし、それぞれの
意欲と能力を十分に発揮した経営
を実現するためのもので、この日
は平生町農業員会会長と山口県柳
井農林事務所長を立会人とし、６
戸の農家が協定を締結しました。

田名公民館まつり
　３月 18 日、田名公民館で第 24 回田名公民館ま
つりが開催されました。
　午前中は餅つきなどが行われ、来場した地域の
みなさんで賑わいました。そして、つきたての餅
が入ったぜんざいやうどんなどが来場者に振る舞
われました。
　午後からは館内でステージ発表が行われ、踊り
やカラオケ、神舞などが披露されました。

平生少年剣道大会
　３月 11 日、町体育
館で第 37 回平生少年
剣道大会が開催され、
県内から多くの少年
少女剣士が集まりま
した。
　入賞された町内選
手は次のとおりです。
○団体戦
　【中学男子の部】 
　　準優勝　平生中学校Ａ
　【小学女子の部】
　　準優勝　平生剣道スポーツ少年団
○個人戦
　【小学低学年男子の部】
　　準優勝　加藤輝也くん
　　　　　　（平生剣道スポーツ少年団） 

郷土の歴史を学ぶ
　３月 11 日、平生図書館で歴史講座が行われま
した。
　講師は柳井市文化財保護審議会会長の松岡睦彦
さんで、テーマは幕府海軍による大島砲撃で開始
された「四境戦争・大島口の戦い」。
　身近な場所で繰
り広げられた、日
本の歴史が大きく
変わるきっかけと
もいえる出来事に
ついて、参加者は
理 解 を 深 め ま し
た。
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

　㈳山口県トラック協会柳井支部から、
平生小学校と佐賀小学校の新１年生に
対し「雨の日もよく目立って交通事故
の防止に役立つように」と、黄色い雨
傘 110 本が寄贈されました。
　３月 22 日に中央公民館で贈呈式が行
われ、同支部の藤谷支部長から佐賀小
学校の三宅校長に目録が手渡されまし
た。

　平生ライオンズクラブから、町内の
小学校に入学する新入生にものさし、
幼稚園・保育園に入園する新園児に鈴
付きのワッペンが寄贈されました。
　３月 29 日に中央公民館で行われた
贈呈式では、平生ライオンズクラブの
岩本会長から「子どもたちが安心・安
全に学校に通えるよう使ってください」
と、佐賀保育園の清地園長に寄贈の品
が手渡されました。

　　　　全国野菜ソムリエアワード
　平生町在住の野菜ソムリエ柳井さつきさん
が、第１回全国野菜ソムリエアワード（日本
野菜ソムリエ協会主催）におけるアクティブ
野菜ソムリエ部門で、全国 350 人（組）の中
から選ばれた 13 人の内の一人として入賞を果
たされました。
　柳井さんは「野菜ソムリエの認知度が低かっ
たころから支えてくださった周囲の方々のお
かげです」と受賞の喜びを語ってくれました。

　　　　　　　旭日単光章
　元平生町議会議員の弘中茂美さんが旭日単光章（高齢者叙勲）
を受章され、３月 21 日に町役場で行われた伝達式において、山
田町長から勲章と勲記が伝達されました。
　弘中さんは、昭和 50 年以降
４期 16 年間にわたり平生町議
会議員として議会の円滑な運
営に尽力されました。また、昭
和 60 年からの２年間は議長を
務め、経済常任委員時代には安
全で新鮮な農産物の生産流通
体制の確立に貢献されるなど、
多大な功績を残されています。

　　　　 全国漁協連合会会長表彰
　山口県漁協平生町支店女性部が３月１日、２日に行われた全国
漁業交流会（東京都）で発表を行い、全国漁
業協同組合連合会会長表彰を受賞されました。
　発表テーマは「地域の魚をＰＲします！」で、
発表者は女性部部長の森本サク子さん。１月
13 日に下関市で開催された「第 58 回山口県
漁村青壮年女性活動実績発表大会」に参加し
たグループの中から選考されての、全国交流
会での発表および受賞です。

ご
卒
業
・
ご
卒
園

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄　贈

表 彰

表 彰

叙 勲

つばさ保育園／３月24日 佐賀保育園／３月28日 平生小学校／３月16日 平生保育園／３月28日

佐賀小学校／３月16日 平生幼稚園／３月23日 宇佐木保育園／３月28日平生中学校／３月10日
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ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
つ
き
合
お
う
！

～
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
～

　
春
は
、
卒
業
、
入
学
、
就
職
、
転
勤
、
退
職
な
ど
、
大
き
な
節
目
を
迎

え
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
気
分
を
切
り
替
え
る
の
に
も
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
い
ろ
い
ろ
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か

る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
は
、
生
き
て
い
る
限
り
避
け
ら
れ
な

い
も
の
で
す
が
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
、
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
心
身
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ト
レ
ス
の
原
因
を
突
き
止

め
、
解
決
法
を
試
す

　
た
と
え
ば
、
自
己
主
張
し
て
み

る
、
誰
か
に
相
談
す
る
、
原
因
を

避
け
る
、そ
の
原
因
に
慣
れ
た
り
、

少
し
我
慢
す
る
方
法
を
工
夫
し
た

り
す
る
な
ど
。

○
自
分
に
あ
っ
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
方

法
で
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
る

　
軽
い
運
動
、
入
浴
、
睡
眠
、
腹

式
呼
吸
、
自
律
訓
練
法
、
好
き
な

音
楽
を
聴
く
、
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド

ル
を
焚た

く
、
趣
味
や
旅
行
な
ど
で

気
分
転
換
す
る
、
親
し
い
人
と
話

す
な
ど
。

○
体
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す

　
運
動
、
入
浴
、
睡
眠
、
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
腹
式
呼
吸
、
自
律
訓
練
法

な
ど
。

○
考
え
方
を
変
え
て
み
る

・「
～
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
思
い
込
み
を
や
め
る

・「
色
々
な
体
験
が
で
き
る
と
思

う
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
」、「
失
敗
は

成
功
の
も
と
」
な
ど
物
事
を
前
向

き
に
考
え
直
し
て
み
る

・「
私
に
は
私
な
り
の
よ
さ
が
あ

る
」
な
ど
自
分
に
優
し
い
言
葉
を

か
け
る

　
し
か
し
、
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
う
ま
く
い
か
ず
に
ス
ト
レ

ス
が
溜
ま
っ
て
し
ま
い
、「
な
ん

と
な
く
調
子
が
悪
い
」「
だ
る
い
」

と
い
っ
た
症
状
が
1
カ
月
以
上
続

い
た
り
、
周
囲
か
ら
見
て
も
「
動

作
が
鈍
く
な
っ
て
い
る
」「
笑
顔

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
」
と
い
っ

た
様
子
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
場
合

は
、
一
度
、
専
門
家
に
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
医
療
機
関
で
は
、
心
療
内
科
や

精
神
科
が
専
門
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
保
健

セ
ン
タ
ー
の
相
談
日
も
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

No.610

　あさりのだしが出て、ねぎの風味や豆乳のコクで
塩分ひかえめでもおいしくいただけます。

《材　料》　４人分

《作り方》

あさりの豆乳スープ

①あさりは殻をこすり合わせるように水洗いし、ザ
ルにあげる。

②大根と人参は短冊に切る。
③鍋に水とスープの素と大根、人参を入れて火にか

け、大根が透き通ってきたらあさりを加える。
④あさりの殻が開いたら豆乳を加えてひと煮し、塩、

こしょうして味を調える。
⑤器に盛りねぎを散らす。

あさり（砂出し）    200g
大根　　　　　 　160g
人参　　　　　　　40g
水　　　　  　　300cc

スープの素　  小さじ１、1/2
豆乳　　　　  　300cc
塩、こしょう
ねぎ ( 刻み )

１人当たり エネルギー：57Kcal、塩分：0.9ｇ 

ー こころの健康相談 ー
実施日時：毎月第 3 水曜日　午後１時 30 分～３時

※各月の詳しい日時は広報「まちのカレンダー」を
ご覧ください。

場　　所：平生町保健センター
　　　　　☎（５６）７１４１
予　　約：不要
相 談 員：やない地域生活支援センター相談員

ー 心の健康相談 ー
実施日時：毎月第 3 火曜日　午後１時～２時

※各月の詳しい日時は広報「柳井健康福祉センター
相談日」をご覧ください。

場　　所：柳井健康福祉センター ( 保健所 )
　　　　　☎（２２）３６３１
予　　約：要予約【１週間前まで】
相 談 員：精神科医師

■問合せ先
　町保健センター　☎（５６）７１４１

ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
方
法
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No.198
　
平
生
町
民
憲
章
は
、
私
た
ち
平

生
町
民
の
「
も
っ
と
明
る
く
、
豊

か
で
、
住
み
よ
い
ま
ち
に
」
と
い

う
願
い
の
実
現
の
た
め
、
町
民
と

し
て
の
生
活
信
条
を
文
章
化
し
た

も
の
で
す
。
内
容
は
、
前
文
と
実

践
五
項
目
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
を
律

し
、「
ま
ち
づ
く
り
」
の
主
体
者

と
し
て
取
り
組
む
強
い
意
志
を
表

す
た
め
、
全
て
語
尾
が
「
ま
す
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、
町
民
と
し
て
の
自
覚
を

も
っ
て
生
活
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
町
民
憲
章
を
さ
ま

ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
目
に
す
る
こ
と

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
広

報
ひ
ら
お
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
も

毎
月
掲
載
し
て
い
る
他
、
町
主
催

▽ 
町
民
憲
章
具
現
化
啓
発
ポ
ス
タ
ー

の
行
事
で
も
参
加
者
全
員
で
唱
和

を
し
て
い
ま
す
。

　
平
生
町
生
涯
学
習
推
進
協
議
会

で
も
、
町
民
憲
章
の
具
現
化
へ
の

取
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
実
践
五
項
目
を
順
番
に

そ
の
年
度
の
生
涯
学
習
推
進
の
テ

ー
マ
と
し
て
掲
げ
、
テ
ー
マ
に
沿

っ
た
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
募
集
を

行
い
、
入
賞
作
品
を
啓
発
の
た
め

に
使
っ
て
い
ま
す
。
７
月
の
お
知

ら
せ
版
に
募
集
の
記
事
を
掲
載
し

ま
す
の
で
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に

ご
応
募
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
啓
発
活
動
と
し
て
、
最
優
秀
作

品
を
使
っ
た
ポ
ス
タ
ー
を
町
内
各

園
・
学
校
・
施
設
・
事
業
所
・
公

共
施
設
な
ど
に
掲
示
し
た
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
入
賞
作
品
を
各
種
会
議

な
ど
の
資
料
の
表
紙
に
掲
載
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
秋
の
文
化
行
事
の
中
で

行
わ
れ
る
平
生
町
生
涯
学
習
表
彰

式
で
入
賞
者
へ
の
表
彰
を
行
う
と

同
時
に
、
武
道
館
で
開
催
し
て
い

る
総
合
文
化
展
の
会
場
に
全
て
の

入
賞
作
品
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
町
民
憲
章
の
具

現
化
に
向
け
て
取
組
み
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
全
て
の
町
民

に
浸
透
し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
、
そ
の
年
の
テ
ー
マ

を
意
識
し
な
が
ら
生
活
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
公
民
館
や

各
種
団
体
で
行
う
行
事
に
そ
の
テ

ー
マ
に
沿
っ
た
取
組
み
を
入
れ
る

こ
と
も
効
果
的
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
平
成
24
年
度
の
テ
ー
マ
と
な
る

項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
平
生
町
の
み
な
さ
ん
、
こ
の
ま

ち
を
「
伸
び
ゆ
く
ま
ち
」
に
す
る

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必

要
か
、
共
に
考
え
実
践
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

　
町
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課

　
☎
（
５
６
）
６
０
８
３

「
広
げ
よ
う
町
民
憲
章
の
心
を
」

　
～
平
生
町
民
憲
章
の
具
現
化
に
向
け
て
～

平
生
町
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
事
務
局

あの日のそのあと風雲録
林 真理子 著

ＰＫ
伊坂 幸太郎 著

　図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

４月…16日㈪、23日㈪、29日 ( 土／月末整理日 )、30日㈪
５月…７日㈪、14日㈪休館日

図 書 館
だ よ り

東北んめえもんのうた
長谷川 義史 著

ゆめのスカイツリー
Accototo 絵　谷川 俊太郎 文

《児童書》

《一般書》

平生図書館　☎（56）2310
【開館時間】午前９時〜午後５時15分図 書 館

だ よ り ご寄付ありがとうございました
　眞工金属㈱平生工場（曽根）から子どもの読書活動へのご支援として図
書購入費10万円をご寄付いただきました。本町では、平成20年に「平生
町子ども読書活動推進計画」を策定し、子どもの読書活動の推進を図るた
め児童書の整備充実に努めています。子どもにとって読書は、豊かな情緒
を育むとともに、人間形成の上で大きな役割を担っています。今回のご寄
付で主に小学生を対象とした本を78冊購入させていただきました。図書
館玄関正面に特設コーナーを設けておりますので、是非ご利用ください。

▽

ア
ラ
イ
グ
マ
の
あ
ら
い

く
ん
／
た
か
や
ま
え
い
こ

作（
金
の
星
社
）

▽

美
し
い
日
本
の
詩
歌
⑥

谷
川
俊
太
郎
詩
集
／
北
山

幸
比
古
編
集（
岩
崎
書
店
）

▽

探
し
絵
ツ
ア
ー
／
ジ
ェ

ー
ン
・
ビ
ン
グ
ハ
ム
作（
文

溪
堂
）

「こどもの読書週間」４月23日㈪～５月12日㈯
☆４月23日は「子ども読書の日」です。平生図書館では４月23日から１カ月間「40年以上読み継がれてい
る絵本」の展示および貸出を行いますのでご利用ください。

ご自宅からインターネットを利用して予約・検索できます♪　
http://www.library.town.hirao.lg.jp または 町公式ホームページからアクセス
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【シルバードライバーのみなさん】
●「自動車の運転から卒業」しませんか。
●「運転卒業者サポート手帳」

を見せることで柳井地区は
もとより、県内全域で、タ
クシーの運賃割引を始め、
多くの支援サービスを受け
ることができます。

●運転に不安を感じるようになったら、家族のみ
なさんとよく相談して運転免許の自主返納を考
えてみましょう。

●シルバードライバー安全３則
　・油断大敵　慣れた道
　・交差点　安全確認　二度三度
　・今一度　能力自覚　安全走行

高齢者が関係する交通死亡事故が多発しています！

（平成24年「交通安全年間スローガン」）

　美容外科で下眼まぶたのたるみを取る手術を受けました。施
術前の医師の説明では、たるみが取れるという話だったのです
が、効果がありませんでした。返金してもらいたいのですが、
可能でしょうか。

　施術を行った医師に対し、返金の交渉を行いましょう。

　美しくなりたいという願望をくすぐる「プチ整形」「レーザー脱
毛」「脂肪吸引」など、美容に関する広告が、雑誌やフリーペーパー
などで多く見受けられます。
　そこには、「美しく」「痛みもなく安心」「安い」といった魅力的
な言葉が並んでいますが、実際の施術内容や料金が当初の説明とは
異なっていたという相談が寄せられています。中には、皮膚障害や
熱傷など、後遺症が残る深刻なケースもあり
ます。
　一度施術を受けると、返金交渉や施術前の
状態に戻すことが困難な場合があります。広
告の内容だけをうのみにせず、医療の内容や
リスク、費用総額や施術後のケアなど、医師
から十分な説明を受け、本当に自分にとって
必要な施術なのかどうか慎重に考えましょう。

◆◇ワンポイント◇◆

美容医療に関するトラブルに注意！

相　

談

ア
ド
バ
イ
ス

【交通安全標語】 車にも　乗せようマナーと　思いやり

【歩行者や自転車のみなさん】
●交通事故は自宅から 500 ｍ以内で多く発生し

ています。
●夜間、道路を横断中の被害者のほとんどが、反

射材を着用されていません。
　反射材は、夜間の交通事故防止のため大変有効

な物です。
○できるだけ　身体の下の部分に付けましょう
○動きの大きい部分に付けましょう
○たくさん（複数）付けましょう
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〔ミュージックチャイムの曲名〕
　６：00　春の小川　　12：00　平生町の歌　　17：00　夕やけこやけ

柳井健康福祉センター相談日
　〔柳井市古開作／☎（２２）３６３１〕
●骨髄バンク登録検査《要予約（前日まで）》
　５月９日㈬ ９：00～10：00
●Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査《要予約（前日まで）》
　５月９日㈬ 10：00～10：30
●ＨＴＬＶ－１抗体検査《要予約（前日まで）》
　５月９日㈬ 10：30～11：00
●発達クリニック《要予約（１週間前まで）》
　５月10日㈭ 　13：00～16：00
●ＨＩＶ抗体検査《要予約（当日まで）》
　※当日検査結果がわかります
　５月９日㈬ 14：00～16：00
●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》
　４月27日㈮ 10：00～15：00
●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》
　５月15日㈫ 13：00～14：00

受付時間
毎日 午後７時～11時

☎ #8000　または　☎083（921）2755（携帯電話も可）

山口県精神科
救急情報センター

☎ 0836（58）4455（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：精神病、うつ病など、こころの病気による混
乱した言動・ひきこもり・自殺願望など

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

小児救急電話相談

休 日 や 平 日 夜 間 の 医 療 案 内

■柳井地域休日夜間応急診療所
　　　柳井市中央１丁目５番３号
　　　☎（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診
療は受けられない場合があります。

まちの人口
２月29 日現在の住民
基本台帳記載人口。

（　）内は前月対比。

世帯数 5,573 世帯（ ＋ 2 ）
人　口 12,956 人 （ － 10 ）
うち男 6,163 人 （ ＋ 1 ）

女 6,793 人 （ － 11 ）

月間火災・救急発生状況 月間交通事故発生状況
（２月）資料：柳井地区広域消防組合 （２月）資料：柳井警察署

火　災
救急

発生件数 死者
（人）

傷者
（人）建物 山林 その他 人身 物損

管　内 1 0 1 280 管　内 17 132 0 20
平生町内 0 0 0 34 平生町内 6 9 0 6

区分 診　療　日 診療時間（受付）

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月 15 日）
年末年始

（12 月 30 日～１月３日）
※これらの日の夜間診療はあ

りません

午前９時～ 12 時
（午前11時30分まで）
午後１時～５時
（午後４時 30 分まで）

平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません

午後７時～ 10 時
（午後９時 30 分まで）

人権行政相談　※相談無料・秘密厳守
◆相談内容　人権に関わる悩みや困りごと、行政全般に

ついての苦情、相談並びに意見や要望などについて
◆相談日　毎月第２月曜日（休日の場合は翌日）
　【時間・場所はまちのカレンダーでご確認ください】
◆相談員　人権擁護委員、行政相談委員

町
役
場
職
員
人
事
異
動  

※
（　
）
内
は
旧
所
属

●
異
動
（
４
月
１
日
付
）

【
議
会
事
務
局
】

▽
書
記 

関
永
幸
枝
（
健
康
福
祉

課
）

【
出
納
室
】

▽
出
納
班
長 

山
崎
好
博
（
徴
収

対
策
室
主
査
）

【
総
務
課
】

▽
庶
務
人
事
班
長 

星
出
一
明（
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
庶
務
学

校
教
育
班
長
）

【
総
合
政
策
課
】

▽
井
村
哲
雄
（
総
務
課
）

【
町
民
課
】

▽
課
長
補
佐 

岡
村
茂
樹
（
町
民

課
長
補
佐
兼
戸
籍
班
長
）

▽
戸
籍
班
長 

兼
弘
玲
子
（
町
民

課
）

▽
保
険
年
金
班
長 

岡
本
治
典（
出

納
室
出
納
班
長
）

▽
生
活
環
境
班
長 

冨
田
英
夫（
建

設
課
主
査
）

▽
山
本
律
子
（
議
会
事
務
局
書

記
）

【
税
務
課
】

▽
課
長
補
佐
兼
徴
収
対
策
室
長

補
佐 

兼
末
仁
（
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
社
会
体
育
班
長
）

▽
町
民
税
班
長 

吉
岡
文
博
（
総

務
課
庶
務
人
事
班
長
）

【
健
康
福
祉
課
】

▽
社
会
福
祉
班
長 

横
田
佳
幸（
町

民
課
保
険
年
金
班
長
）

▽
主
査 

鳥
越
洋
子
（
健
康
福
祉

課
）

▽
河
内
美
穂
（
町
民
課
）

【
経
済
課
】

▽
農
林
振
興
班
長 

新
本
恭
之（
健

康
福
祉
課
社
会
福
祉
班
長
）

【
建
設
課
】

▽
課
長
補
佐
兼
農
林
漁
港
班
長 

高
岡
浩
行
（
建
設
課
農
林
漁
港

班
長
）

▽
主
査 

小
島
洋
子
（
建
設
課
）

▽
平
島
大
（
田
布
施
・
平
生
水

道
企
業
団
出
向
）

【
徴
収
対
策
室
】

▽
主
査 

川
口
龍
哉
（
町
民
課
生

活
環
境
班
長
）

【
保
育
園
】

▽
平
生
保
育
園 

主
査 

岡
本
和
子

（
宇
佐
木
保
育
園
）

▽
宇
佐
木
保
育
園 

丁
子
原
路
子

（
平
生
保
育
園
）

▽
佐
賀
保
育
園 

松
重
洋
子
（
平

生
保
育
園
）

【
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課
】

▽
庶
務
学
校
教
育
班
長 

吉
本
敏

行
（
総
合
政
策
課
主
査
）

【
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課
】

▽
図
書
館
長
補
佐 

新
田
信
之（
税

務
課
長
補
佐
兼
徴
収
対
策
室
長

補
佐
）

▽
課
長
補
佐
兼
社
会
体
育
班
長 

中
本
靖
則
（
図
書
館
長
補
佐
）

【
田
布
施
・
平
生
水
道
企
業
団
出

向
】

▽
徳
永
武
（
経
済
課
農
林
振
興

班
長
）

●
採
用
（
４
月
１
日
付
）

▽
総
務
課 

中
本
智
博

▽
健
康
福
祉
課 

津
原
充
希

▽
平
生
保
育
園 

村
田
彩
香
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試
験
・
募
集

＜ 以下は広告欄です ＞

　広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

16
日
㈯　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
内
容　

Jw
-C

A
D

を
使
用
し
、
建

築
製
図
に
関
連
し
た
作
図
を
行
い
な

が
ら
基
本
知
識
と
操
作
方
法
を
習
得

●
受
講
資
格　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
が
で
き
る
人

●
受
講
料　
１
０
０
０
０
円

●
申
込
締
切　
５
月
24
日
㈭

【
共
通
事
項
】

●
受
講
資
格　

在
職
中
で
、
現
在
の

職
務
能
力
の
向
上
を
図
り
た
い
人
、

仕
事
に
必
要
な
新
し
い
技
術
・
知
識

を
身
に
つ
け
た
い
人

●
実
施
場
所　

東
部
高
等
産
業
技
術

学
校
［
周
南
市
］

□問
□申
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

　
☎
０
８
３
４
（
２
８
）
２
２
３
３

●
受
講
資
格　
在
職
中
の
人

●
受
講
料　
１
０
０
０
０
円

●
申
込
締
切　
４
月
23
日
㈪

◇
「
パ
ソ
コ
ン
基
礎
」
講
習
（
定
員

18
名
）

●
日
時　

５
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰
、

26
日
㈯　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
知
識
か

ら
学
び
、
ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
の
操

作
実
習
を
行
い
、
基
本
的
な
知
識
技

能
を
習
得

●
受
講
資
格　
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

●
受
講
料　
８
０
０
０
円

●
申
込
締
切　
４
月
26
日
㈭

◇
「
パ
ソ
コ
ン
・Jw

-C
A

D

（
初
級
）」

講
習
（
定
員
12
名
）

●
日
時　

６
月
９
日
㈯
、
10
日
㈰
、

有
害
獣
防
除
柵
等
設
置
事

業
に
よ
る
補
助
金
の
交
付

　

町
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
タ
ヌ
キ
、

ア
ナ
グ
マ
な
ど
の
有
害
獣
に
よ
る
農

作
物
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
農

地
へ
の
ト
タ
ン
板
、
フ
ェ
ン
ス
お
よ

び
電
気
柵
の
設
置
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

　

農
家
（
過
去
に
こ
の
事
業
で
補
助

金
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
）

●
補
助
金
の
額

　

原
材
料
費
の
２
分
の
１
（
１
戸
あ

た
り
の
限
度
額
２
万
円
）

※
申
請
に
は
設
置
図
や
見
積
書
な
ど

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
□申
町
役
場
経
済
課 

農
林
振
興
班

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
７

山
口
県
職
員
採
用
試
験

●
試
験
区
分
／
受
験
資
格

①
大
学
卒
業
程
度
試
験
／
昭
和
58
年

４
月
２
日
～
平
成
３
年
４
月
１
日
生

②
社
会
人
経
験
者
等
採
用
試
験
／
昭

和
48
年
４
月
２
日
～
昭
和
58
年
４
月

１
日
生

③
保
健
師
採
用
試
験
／
昭
和
58
年
４

月
２
日
以
降
生

●
申
込
受
付
期
間
（
①
②
③
共
通
）

　
５
月
８
日
㈫
～

　
　
　
　
６
月
１
日
㈮
（
書
面
）

　
　
　
　
５
月
25
日
㈮
（
電
子
申
請
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www.pref.yam
aguchi.lg.jp/

cm
s/a33000/shiken/saiyo-joho.

htm
l

□問
□申
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
８
３
（
９
３
３
）
４
４
７
４

技
能
向
上
訓
練

◇
「
第
二
種
電
気
工
事
士
（
筆
記
試

験
対
策
）」
講
習
（
定
員
30
名
）

●
日
時　

５
月
14
日
㈪
～
18
日
㈮
、

21
日
㈪
～
25
日
㈮　

午
後
６
時
～
９

時●
内
容　

国
家
試
験
第
二
種
電
気
工

事
士
の
筆
記
試
験
受
験
対
策
講
習

講
座
・
講
習

お
知
ら
せ

　お子さんが病中または病気回復期のため、集団保育や家
庭での保育が困難な場合、専用施設で一時
的にお預かりします。
●対象　生後３カ月から小学校３年生まで

のお子さんで、当面症状の急変が認めら
れない状態であり、保護者が就労などの
理由により家庭での保育が困難な場合

●場所　梅田病院内専用施設「L
ラ ビ ン グ

OVING  H
ハ グ

UG」［光市］
●利用方法
①事前登録　事前に登録が必要です。登録は印章をお持ち

のうえ、町役場健康福祉課へお越しください。
②利用申請　直接施設へ申し込みとなります。
※人数が定員を超えた場合や病気の状態により、やむを得

ずお断りすることがあります。
詳細についてはお問い合わせください

■問合せ先
　町役場健康福祉課 こども班　☎（５６）７１１５

仕
事

病児・病後児保育を実施しています
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＜ 以下は広告欄です ＞

安
全
衛
生
講
習
会

◇
研
削
と
い
し
取
替
え
等
業
務
特
別
教

育●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
・
実
技
】
５
月
12
日
㈯
（
東
部

高
等
産
業
技
術
学
校
）

●
申
込
期
限　
４
月
27
日
㈮

◇
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
】
５
月
15
日
㈫
、
16
日
㈬
（
ホ

テ
ル
松
原
屋
）

【
実
技
】
５
月
17
日
㈭
～
19
日
㈯
の
内

１
日
（
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校
）

●
申
込
期
限　
４
月
27
日
㈮

◇
ク
レ
ー
ン
運
転
業
務
特
別
教
育

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
・
実
技
】
５
月
19
日
㈯
、
20
日

㈰
（
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校
）

●
申
込
期
限　
５
月
10
日
㈭

◇
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講

習●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
】
５
月
21
日
㈪
、
22
日
㈫
（
ホ

テ
ル
松
原
屋
）

【
実
技
】
５
月
23
日
㈬
～
25
日
㈮
の
内

１
日
（
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校
）

●
申
込
期
限　
５
月
10
日
㈭

◇
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
】
５
月
25
日
㈮
（
ホ
テ
ル
松
原

屋
）

【
実
技
】
５
月
28
日
㈪
～
６
月
６
日
㈬

の
内
３
日
間
（
鋼
鈑
工
業
㈱
玉
鶴
工

場
［
下
松
市
］）

●
申
込
期
限　
５
月
11
日
㈮

□問
□申
㈳
山
口
県
労
働
基
準
協
会
下
松

支
部

　
☎
０
８
３
３
（
４
１
）
３
５
１
０

憲
法
週
間

夜
の
裁
判
所
見
学
ツ
ア
ー

　

５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
「
憲

法
週
間
」
で
す
。
山
口
地
方
裁
判
所

で
は
、
憲
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。
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６
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８
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地
球
に
感
謝
し
、
行
動
す
る
日
と

し
て
、
会
場
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
時　

４
月
21
日
㈯　

午
前
10
時

～
午
後
５
時
、
22
日
㈰　

午
前
10
時

～
午
後
３
時

●
場
所　

光
市
虹
ヶ
浜
特
設
広
場
・

虹
ヶ
浜
連
合
自
治
会
館

●
内
容　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
ラ

イ
ブ
）、講
演
会
、海
の
乗
り
物
体
験
、

各
種
出
店
・
出
展
な
ど

●
入
場
料　
無
料

※
詳
細
に
つ
い
て
は
主
催
者
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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http://earthday-setouchi.net/
イ
ベ
ン
ト

児童扶養手当額・特別児童扶養手
当額が改定されます
　平成24年４月分から次のとおり児童扶養手当額・特
別児童手当額が改定されます。
　なお、この改定による支給額の変更は、平成24年８
月の支給分からとなります。

○児童扶養手当

○特別児童扶養手当

■問合せ先
　町役場健康福祉課 こども班　☎（５６）７１１５

平成23年度 平成24年度
全部支給
（月額） 41,550円 → 41,430円

一部支給
（月額）

41,540円
～9,810円 →  41,420円

～9,780円

平成23年度 平成24年度
１級 50,550円 → 50,400円
２級 33,670円 → 33,570円

就学援助費のご案内
　小 ･ 中学生のいるご家庭で経済的理由により就学支援
が必要な場合、学用品費や給食費、修学旅行の費用など
の一部を補助しています。平成 24 年度の就学援助費の交
付申請を次のとおり受け付けます。
●交付対象世帯
・平生町立小中学校に在籍している児童生徒、または平

生町に居住し平生町立以外の小中学校に在籍している
児童生徒のいる世帯

・経済的な理由により就学支援が必要な世帯（家族の収
入および構成により所得制限があります）

【該当者一例】
　４人世帯でサラリーマン家庭〔父（41 歳）、母（36 歳）、
第１子（中２・13 歳）、第２子（小５・10 歳）〕の場合
　給与収入額約 429 万９千円（所得金額約 289 万６千
円）以下の場合が該当します。【１カ月生活費（国基準
による）× 1.2 × 12 カ月分を基準】

●受付期限　5 月 31 日㈭
●提出書類　就学援助費交付申請書 ( 町教育委員会備付）
■問合せ先　町教育委員会　☎（５６）６０８３
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平生町民憲章
　わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ
ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
　わたくしたち　平生町民は
1　自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1　スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1　思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1　勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1　文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

16 行政協力員会議［平生地区東部地域］（19:00 ／町役場）
(月)

17 育児学級 (10:00 ／保健センター )
行政協力員会議［平生地区西部地域］（19:00 ／町役場）(火)

18
マロニエ会 (9:30 ／保健センター )
こころの健康相談・いこいの場（13:30 ／保健センター）
行政協力員会議［大野地区］

（19:00 ／大野コミュニティセンター）
(水)

19 行政協力員会議［佐賀地区］（19:00 ／佐賀公民館）
(木)

20
朗読ボランティアつゆくさの会 (10:00 ／平生図書館）
もの忘れ相談 (13:30 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)
行政協力員会議［曽根地区］

（19:00 ／老人福祉センター）
(金)

21 体育館開放日 ( 午前中 )
古文書輪読会 (9:45 ／平生図書館 )
おはなし会 (14:00 ／平生図書館 )(土)

22 ひらお邦楽朋の会発表会（13:00 ／町武道館）
(日)

23 保健センター開放日 (13:00)
(月)

24 ポリオ予防接種 (13:30 ／保健センター )
(火)

25
(水)

26 １歳６か月児健診 (13:00 ／保健センター )
(木)

27 離乳食学級 (10:00 ／保健センター )
(金)

28 体育館開放日 ( 午前中 )
(土)

29
(日)

昭和の日
平生町歩け歩け大会（9:30 ／町体育館［9:45 出発］）

30
(月)

振替休日
自然体験学習「トマトの苗の植付」（9:00 ／大野公民館）

1 育児学級 (10:00 ／保健センター )
(火)

2 マロニエ会 (9:30 ／保健センター )
(水)

3
(木)

憲法記念日

4
(金)

みどりの日

5
(土)

子どもの日
体育館開放日 ( 午前中 )

6
(日)

7
(月)

8 平生町戦没者追悼式 (10:00 ／町武道館 )
あすなろ会〈介護者家族の会〉(13:00 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)(火)

9 おひざにだっこの会 (10:30 ／平生図書館 )
親しみトーク【町長と語る日】(18:00 ／町役場町長室 )(水)

10
(木)

11
(金)

12 体育館開放日 ( 午前中 )
(土)

13
(日)

14 人権行政相談 (10:00 ／中央公民館、13:00 佐賀公民館 )
母親学級 (10:00 ／保健センター )(月)

15 育児学級 (10:00 ／保健センター )
(火)

※予定表ですので、日時・場所の変更がある場合もあります。

４　　月 ５　　月

平
生
中
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３
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新
原  

瞳

平
生
中
学
校
３
年 

高
岡 

雪
乃

「
ゆ
た
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

手
を
と
り
あ
い

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

ゆ
た
か
な
平
生

※
学
校
名
・
学
年
は
受
賞
時（
平
成
23
年
度
）の
も
の
で
す
。

平生町防災メールサービス　登録受付中！
　防災情報、気象警報・注意報、安全・安心情報などをメー
ル配信します。※利用料無料、通信費利用者負担

《登録方法》　① PC・携帯にアドレス「 e-hirao@xpressmail.jp」を直接
入力または右図（ＱＲコード）から読み取り、空メールを送信　②返信さ
れる本登録用メールの内容に沿って必要事項を入力し、登録完了

■ご不明な点はお問い合わせください。 町役場総務課地域安全班 ☎（５６）７１１１


